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損益の状況

（注）百万円未満を四捨五入しているため、合計とは端数において合致しないものがある。

当期純損失を計上した主な要因は、
〇臨時損失として有価証券を売却したことによる

有価証券売却損を21百万円計上したこと
等である。

平成29年度の経常費用は13百万円（対前年度
比1百万円増加）、経常収益は32百万円（対前
年度比1百万円減少）で、これに臨時損失の21
百万円を加味した結果、当期純損失が2百万円
となり、これと同額を前中期目標期間繰越積立
金から取り崩した結果、当期総利益はゼロと
なった。

28年度 29年度 増（▲）減額

資産 3,859 3,857 ▲2

負債 51 51 0

純資産 3,808 3,806 ▲2

資本金 3,600 3,600 -

利益剰余金 208 206 ▲2

（参考）貸借対照表 （単位：百万円）

（単位：百万円）

28年度 29年度 増（▲）減額

人件費 8 9 1

事務諸費等 4 4 0

減価償却費 0 0 0

計 12 13 1

0 0 ▲ 0

12 13 1

4 1 ▲ 3

29 31 2

33 32 ▲ 1

▲ 0 ▲ 21 ▲ 21

21 ▲ 2 ▲ 23

-                   2 2

21 0 ▲ 21
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